
令和6年度　年間授業計画

教　科：地理歴史　　科　目：地理総合　　単位数：2

対象学年：第1学年

教科（　地理歴史　) の目標

科目（　地理総合　) の目標

教科書：

補助教材：

地理総合(実教出版)　新高等地図(東京書籍)

新詳地理資料 COMPLETE(帝国書院)
使用教材

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切

かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社

会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察・構想したことを効果的に説明したり、それらを基に

議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うと

ともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する

愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

【 知　識　及　び　技　能 】

地理に関わる諸事情に関して、世界の生活文化の多様性や防災、地域や地球的課題への取組などを理解するととも

に、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと

める技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】

地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間

的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向

けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。
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・東アジアの急速な経済発展について主体的に追究し、自らの社会生活に関連する課題に

ついて意欲的に考察し、その解決策を主体的に構想しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・東アジアの急速な経済発展について主体的に追究し、自らの社会生活に関連する課題に

ついて意欲的に考察し、その解決策を主体的に構想しようとしている。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・急速な経済発展により生じた様々な諸課題について、その解決策などを協働的に考察・

構想し、適切に表現する。

教科書、地図帳、資料集 ・都市と農村の社会変化の違いを多面的・多角的に考察している。・急速な経済発展によ

り生じた様々な諸課題について、その解決策などを協働的に考察・構想し、適切に表現し

ている。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・各気候の分布とその特徴について理解できている。・写真を読み取り、気候の違いを踏

まえてその特徴をまとめることができている。・気候の特徴と関連した人々の生活文化に

ついて理解できている。

定期考査（中間考査）/返却と解説

急速な経済発展で揺れ動く人々の暮らし 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・東アジアの経済発展の過程を社会変化と関連させて理解する。 東アジア地誌 ・東アジアの経済発展を理解している。・都市と農村の地域性について違いを読み取るこ

とができている。・食文化と関連させて理解できている。・経済発展による社会の変化に

ついて、必要な情報を収集し、まとめることができている。

気候と生活文化 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

・それぞれの地形の特徴と人々の生活文化との関わりについて多面的・多角的に考察し、

適切に表現する。

教科書、地図帳、資料集

一人１台端末の活用場面

地図や地理情報システムでとらえる現代世界

知識及び技能

・現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に、方位や時差、本の位置と領

域、国内や国家間の結び付きなどについて理解する。

思考力、判断力、表現力等

・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目して、世界的視野から見た日本の

位置、国内や国家間の結び付きなどを多面的・多角的に考察し、表現する。

学びに向かう力、人間性等

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

指導事項

地図、国家とその結びつき

教材

教科書、地図帳、資料集

一人１台端末の活用場面

指導項目に対し、次の教材等を活用する。

〇

3〇

定期考査（期末考査）/返却と解説

4〇 〇

6

〇

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・それぞれの気候の特徴を写真等から読み取り、人々の生活について多面的・多角的に考

察し、適切に表現する。

教科書、地図帳、資料集 ・それぞれの気候の特徴を写真等から読み取り、人々の生活について多面的・多角的に考

察し、適切に表現している。・それぞれの気候帯で暮らす人々の生活の中から問いを見い

だし、協働的に考察・構想し、それらを適切に表現している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・それぞれの気候帯で暮らす人々の抱える課題について主体的に追究し、その解決策を意

欲的に考察・構想しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・それぞれの気候帯で暮らす人々の抱える課題について主体的に追究し、その解決策を意

欲的に考察・構想しようとしている。

〇 〇

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・それぞれの気候の特徴と関連した人々の生活文化について理解する。 気候

・世界や地域の諸事象について、課題を主体的に追究し、通して意欲的に課題を解決しよ

うとしている。・現代世界の国家間や様々な地域間の結び付きについての課題意識を持

ち、それらの課題解決のために追究しようとしている。

次の観点別評価規準に従い評価する。地形と生活文化

知識及び技能

・地形の特徴の違いと人々の生活文化との関わりについて理解でき、地形の変化を読み取

る。

思考力、判断力、表現力等

指導事項

地形

教材

知識・技能

学びに向かう力、人間性等

・地形条件や地形の開発などによって生じる生活上の課題について主体的に追究し、その

解決策を意欲的に考察・構想しようとする。

知 配当時数態

令和6年度　年間授業計画　科目（　地理総合　) 

思

資料閲覧、調べ学習

11〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

1

　

学

　

期

〇

・地形の特徴の違いと人々の生活文化との関わりについて理解できている。・新旧の地形

の変化を読み取ることができている。

思考・判断・表現

・それぞれの地形の特徴と人々の生活文化との関わりについて多面的・多角的に考察し、

適切に表現している。・それぞれの地形で暮らす人々が抱える課題について多面的・多角

的に考察している。

次の観点別評価規準に従い評価する。

知識・技能

・現代世界の地域構成を示した様々な地図の読図などを基に理解している。・日常生活の

中で見られる様々な地図の読図などを基に、地図や地理情報システムの役割や有用性など

について理解している。

思考・判断・表現

・現代世界の地域構成について、位置や範囲などに着目して、主題を設定し、考察し、表

現している。・地図や地理情報システムについて、目的や用途、内容、適切な活用の仕方

などを考察し、表現している。

主体的に学習に取り組む態度

主体的に学習に取り組む態度

・地形条件や地形の開発などによって生じる生活上の課題について主体的に追究し、その

解決策を意欲的に考察・構想しようとしている。

〇

・世界や地域の諸事象について、地図や地理情報システムを用いて課題を主体的に追究

し、多面的・多角的な考察を通して意欲的に課題を解決しようとする。

資料閲覧、調べ学習、オンライン授業
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思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・

都市問題などの地球的課題について、地域の結び付きや持続可能な社会づくりなどに着目

して、主題を設定し、現状や要因、解決の方向性などを多面的・多角的に考察し、表現す

る。

教科書、地図帳、資料集 ・地球的課題について、地域の結び付きや持続可能な社会づくりなどに着目して、主題を

設定し、現状や要因、解決の方向性などを多面的・多角的に考察し、表現している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

地球的課題と国際協力 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・世界各地で見られる地球環境問題、資源・エネルギー問題，人口・食料問題及び居住・

都市問題などを基に、地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連性などについ

て理解する。

地球的課題 ・地球的課題の各地で共通する傾向性や課題相互の関連性などについて理解している。・

地球的課題の解決には持続可能な社会の実現を目指した各国の取組や国際協力が必要であ

ることなどについて理解している。

・移民差別や、労働にかかわる移民の問題や課題について協働して多面的・多角的に考

察・構想し、それらを適切に表現する。

教科書、地図帳、資料集 ・移民の生活文化とそれに対する誤解や差別といった問題について適切に表現してい

る。・移民差別や、労働にかかわる移民の問題や課題について協働して多面的・多角的に

考察・構想し、それらを適切に表現している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・移民にかかわる課題について主体的に追究し、アメリカ社会の構造的な側面などから解

決すべき課題を意欲的に見いだそうとする。

資料閲覧、調べ学習 ・移民にかかわる課題について主体的に追究し、アメリカ社会の構造的な側面などから解

決すべき課題を意欲的に見いだそうとしている。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・移民が深くかかわる合衆国について、写真などの必要な情報を収集し、読み取り、まと

める。

北アメリカ地誌 ・移民国家が形成された背景を理解している。・アメリカ合衆国の移民構成についてまと

めることができている。・移民が深くかかわる産業や労働について、まとめることができ

ている。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・アフリカの伝統的な生業と経済発展による課題の関係性について主体的に追究し、その

解決策を意欲的に考察・構想しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・アフリカの伝統的な生業と経済発展による課題の関係性について解決策を意欲的に考

察・構想しようとしている。・アフリカの抱える課題について、解決に向けたあり方を意

欲的かつ主体的に考察・構想しようとしている。

ヒンドゥー教と結びつく生活文化

移民国家の形成と生活文化 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

指導事項 知識・技能

・アフリカの特徴について図表から読み取り、理解する。 サハラ以南アフリカ地誌 ・アフリカの植民地支配について地図を読み取り、まとめることができている。・アフリ

カの言語分布と植民地支配との関連性を理解している。・アフリカの産業の特徴について

図表から読み取り、理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・アフリカの抱える課題を見いだし、課題解決の観点などから協働的に考察・構想し、そ

れらを適切に表現する。

教科書、地図帳、資料集 ・アフリカの民族分断の背景や要因について適切に表現している。・アフリカの伝統的な

生業とその変化について問いを見いだし、適切に表現している。・アフリカの抱える課題

を見いだし、課題解決の観点などから適切に表現している。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・南アジアの民族と歩み、ヒンドゥー教と人々の生活への影響、多様な言語について理解

する。

南アジア地誌 ・ヒンドゥー教と人々の生活への影響、多様な言語について理解している。・ICT産業の

発展、成長するインドの工業、経済成長による生活の変化について理解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・南アジアの民族と歩み、ヒンドゥー教と人々の生活への影響、多様な言語についてより

よい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究、解決しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・ヒンドゥー教と結びつく生活文化について主体的に追究し、自らの社会生活に関連する

課題について意欲的に考察し、その解決策を主体的に構想しようとしている。

多民族･多文化の共存と生活文化 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

態

定期考査（期末考査）/返却と解説

・地球的諸課題の解決を目指す様々な主体の取り組みへの興味関心を持つとともに、そう

した諸課題を国際社会の一員として主体的にとらえ、自分事として落とし込みながら意欲

的に解決のあり方を考察・構想しようとすることができる。

資料閲覧、調べ学習 ・地球的諸課題の解決を目指す様々な主体の取り組みへの興味関心を持つとともに、そう

した諸課題を国際社会の一員として主体的にとらえ、自分事として落とし込みながら意欲

的に解決のあり方を考察・構想しようとしている。

6

〇 〇

知 思

令和6年度　年間授業計画　科目（　地理総合　)

配当時数

6

2

　

学

　

期

〇

〇 〇

5〇

〇 〇〇

定期考査（中間考査）/返却と解説

〇 〇

6〇

・南アジアの民族と歩み、ヒンドゥー教と人々の生活への影響、多様な言語について多面

的・多角的に考察し、表現する。

教科書、地図帳、資料集 ・宗教や農作物からみる食生活や農業改革について、多面的・多角的に考察し、表現して

いる。・ヒンドゥー教と人々の生活への影響、多様な言語について適切に表現している。

知識及び技能



単元

単元

〇 〇 2

合計

70

教科書、地図帳 ・生活圏の地理的な課題について、生活圏内や生活圏外との結び付き、地域の成り立ちや

変容、持続可能な地域づくりなどに着目して、主題を設定し、課題解決に求められる取組

などを多面的・多角的に考察、構想し、表現している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・自分の住む地域に関する諸情報を積極的に収集し、そこから見いだされた地域の地理的

な課題について主体的に追究するとともに、その解決策を意欲的に考察・構想し、持続可

能な地域社会のあり方を模索しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・自分の住む地域に関する諸情報を積極的に収集し、そこから見いだされた地域の地理的

な課題について主体的に追究するとともに、その解決策を意欲的に考察・構想し、持続可

能な地域社会のあり方を模索しようとしている。

・地域性を踏まえた防災について、自然及び社会的条件との関わり、地域の共通点や差

異、持続可能な地域づくりなどに着目して、主題を設定し、自然災害への備えや対応など

を多面的・多角的に考察し、表現できる。

教科書、地図帳、資料集 ・地域性を踏まえた防災について、自然及び社会的条件との関わり、地域の共通点や差

異、持続可能な地域づくりなどに着目して、主題を設定し、自然災害への備えや対応など

を多面的・多角的に考察し、表現している。

学びに向かう力、人間性等 一人１台端末の活用場面 主体的に学習に取り組む態度

・自然災害や防災・減災への興味関心を強く持つとともに、自分の住む地域で生じうる自

然災害について主体的に追究し、平常時または災害発生時における具体的な備えや取り組

み、対応のあり方について積極的に考察・構想しようとする。

資料閲覧、調べ学習 ・自然災害や防災・減災への興味関心を強く持つとともに、自分の住む地域で生じうる自

然災害について主体的に追究し、平常時または災害発生時における具体的な備えや取り組

み、対応のあり方について積極的に考察・構想しようとしている。

次の観点別評価規準に従い評価する。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・我が国をはじめ世界で見られる自然災害や生徒の生活圏で見られる自然災害を基に、地

域の自然環境の特色と自然災害への備えや対応との関わりとともに、自然災害の規模や頻

度、地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理解できる。

防災 ・自然災害の規模や頻度、地域性を踏まえた備えや対応の重要性などについて理解してい

る。・ハザードマップや新旧地形図をはじめとする各種の地理情報について、その情報を

収集し、読み取り、まとめる地理的技能を身に付けている。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

地域調査 指導項目に対し、次の教材等を活用する。 次の観点別評価規準に従い評価する。

知識及び技能 指導事項 知識・技能

・生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決に向けた取組や探究する手法などについて理

解する。

調査の方法 ・生活圏の調査を基に、地理的な課題の解決に向けた取組や探究する手法などについて理

解している。

思考力、判断力、表現力等 教材 思考・判断・表現

・生活圏の地理的な課題について、生活圏内や生活圏外との結び付き、地域の成り立ちや

変容、持続可能な地域づくりなどに着目して、主題を設定し、課題解決に求められる取組

などを多面的・多角的に考察、構想し、表現する。
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思 態 配当時数

〇

〇

〇 4〇

3

　

学

　

期

〇

知

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

自然災害と防災 指導項目に対し、次の教材等を活用する。

定期考査（期末考査）/返却と解説


